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100 から 800 kHz におよぶ地球からの非熱的連続放射(continuum)が Geotail 衛星近尾部軌道で見つけられ，

kilometric cotinuum と名付けられた[1]。挾帯域放射で，統計的解析によると，Geotail が磁気緯度 10 度以内の

赤道域で観測されている。IMAGE 衛星は bite out と呼ばれる電子密度の減少した部分を新たな励起源として発見

している[2]。Jones の continuum の励起機構に基づくと赤道に対称なビームが形成される[3]ことになるが，

kilometric cotinuum においてもそれに反した観測例が存在している。伝搬の観点を中心に他の理論をも含めて,

観測と比較し,検討を加える。 
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